
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 未来を開く「3 つの即戦力」  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

検定試験の開始にあたって ── 計画的な学習と文武両道の実践 

いよいよ皆さんの本校での学びにおける大きな目標となる、検定資格取得に向けた試験が始まります。 

【1】計画的な学習の重要性 

取るべき時に確実に合格を決めていくことが、上位級への挑戦や、より多くの資格を取得するための道筋に大きく影響しま

す。日々の取り組みを大切にし、計画的に学習を進めていきましょう。 

【2】補習授業および講習会への参加について 

２･３年生は認識しているとおり、各種検定試験に向けて下表の通り「放課後補習」が計画されています。 

• 放課後補習について 

基本的には学習の補充が必要な生徒が中心となります。ただし、難易度が高い資格や直前の追い込みが重要な検定で

は、全員対象の授業も設定されます。 

• 夏季・冬季講習会について 

授業の一環として原則全員が対象となります。あらかじめ心積もりをして生活を送ってください。 

※私事や部活動などでやむを得ない予定がある場合は、早めに科目担任の先生に相談してください。 

【3】部活動との両立（文武両道）に向けて 

特に部活動に所属している生徒に強く伝えたいことがあります。それは、「補習授業があるからといって、部活動をおろそ

かにしてはいけない」ということです。 

部活動は授業ではありませんが、皆さんが自ら決意して入部したものです。それぞれが目的を持ち、その達成に向けて日々

取り組む時間もまた、皆さんの成長において等しく大切なものです。 

全員対象の補習を除き、「自分の力不足による居残り（学習補充）」が原因で部活動に参加できなくなる事態は避けなけれ

ばなりません。日頃から分からないことを放置せず、学習内容の定着に向けた努力を継続してください。文武両道を掲げ、

どちらも全力で両立させていきましょう。 

 

 

裏へ続く（計画表） 

千歳高校国際流通科  流通科通信 Vol.２ 2026.６.１０（開校７７周年（７８年目）商業科設置７０周年（国際流通科学科転換 ２７周年） 

Since 1948 
「けだかきこころ」 

「高い志・純粋な精神」校歌の一節より   (文責 野畑了裕) 

 ～返事・挨拶・後始末が、なぜ幸せな人生につながるのか～ 

将来、社会で活躍し、幸せな人生を掴むための「最大の武器」は何だと思いますか？ 

採用に携わる多くの企業や大人は、口をそろえて日々の「返事・挨拶・後始末」ができることが重要なスキルであると話しています。 

「専門知識や技術は入社後に教えられる。しかし、挨拶や後始末といった『当たり前の習慣』を大人になってから身につけさせるのは

本当に難しい。だからこそ、ここが出来る人を私たちは求めている」と。 

モノやサービスを動かし、人と人をつなぐ「流通」の現場において、これらは最も強力な信頼の基盤になります。 

• 挨拶と返事は、信頼のスタートライン：明るい挨拶とハキハキとした返事は、相手に「あなたを大切にしています」というシグナ

ルを送ります。これが心地よい人間関係を作り、良い仕事を引き寄せます。 

• 後始末は、次のチャンスへの準備：使った道具を元の場所に戻す、売り場を整える。この「後始末」ができる人は、周囲から「安

心して仕事を任せられる」と評価されます。 

社会での大きな成功や豊かな人生は、決して特別な魔法から生まれるわけではありません。日々の小さな「できた」の積み重ねの

先にしか、大きな成果はありません。 

学校生活のちょっとした瞬間に、この 3つを意識してみてください。今、目の前にある凡事徹底の積み重ねが、将来のあなたを守

り、周囲から愛され応援される「幸せな人生」の土台を作っていきます。 
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検定受検による確認事項（1 年生にはクラスルームを含め確認しています。2，3 年生も再確認してください） 

１．検定時の服装は、原則制服とする。（特殊事情があるときは担任や教科担任と通して相談をする） 

２．当日は、受験票と身分証明書を必ず持参し、受験時の机上にあげるので忘れないこと。（状況により身分証明書しまうように 

指示されることもある）忘れたときには本部にて再発行してもらってください。 

３．欠席等の連絡は、事前に８：１５までに通常の連絡メールにて行うこと。緊急性があったときのみ学校に直接電話を入れること。

（事故にあったときや JR の急遽運転見合わせ、運休など） 

自分勝手に判断して自宅に戻らず、必要な指示を受けて行動するようにしてください。（試験時間の繰り下げという事もある） 

４．電卓等受検に必要なものについての忘れ物はしないこと  

（基本、教員からの貸し出しはしない） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

 

 

 

 

 

      令和８年度商業検定に係わる補習計画一覧（予定）保存版 ☆ 事前確認しましょう 

 

試験実施日 試験名 補習予定期間 対象学年：1 年 対象学年：2 年 対象学年：３年 

6 月 21 日（日） 全商ビジネス計算実務検定 6 月 15 日（月）〜19 日（金） 〇 〇 ◆ 

6 月 28 日（日） 全商簿記実務検定 6 月 22 日（月）〜26 日（金） ◆ △ ▢ 

7 月 5 日（日） 全商ビジネス文書実務検定 6 月 23 日（月）〜27 日（金） 〇 〇 ◆ 

— 夏季検定講習会 7 月 24 日（金）、27 日（金） （1・2 年生） （1・2 年生） — 

9 月 27 日（日） 全商情報処理検定 9 月 21 日（月）〜25 日（金） 〇 〇 ▢ 

11 月 8 日（日） 全商ビジネス計算実務検定 11 月 2 日（月）〜6 日（金） 〇 ◆ ◆ 

11 月 22 日（日） 全商ビジネス文書実務検定 ※考査期間にあたるため未定 〇 — — 

— 冬季検定講習会 12 月 23 日（水）〜25 日（金） （1・2 年生） （1・2 年生） — 

1 月 24 日（日） 全商簿記実務検定 1 月 18 日（月）〜22 日（金） 〇 ▢ △ 

1 月 31 日（日） 全商情報処理検定 1 月 25 日（月）〜29 日（金） 〇 △ ▢ 

2 月 7 日（日） 全商商業経済検定 2 月 1 日（月）〜5 日（金） 〇 ▢ ◆ 

          備考・注記 

※実施時間については、全員が対象となる時間帯を終えた後、習熟度により延長が必要とされる生徒がいる場合、 該当生徒

は継続して補習授業を行います。 

※上記記載以外の検定試験に係わり、補習が組まれることもあります。 

※〇（全員受験） ▢（選択者全員受験） ◆（任意受験） △（習熟度別受験）の表示は検定試験の申込対象者を示しています。 

※ 夏季講習会・冬季講習会は、１ ・２ 年生全員が対象となるものです 

（ ただし、進学講習を申し込んでいる生徒は進学講習を優先して受講してください） 。 

【コラム】☆千高祭、主役は「キミ自身」～「関わる」ことで見つかる、自分の新しい可能性と一生の絆～ 

いよいよ今日から、千高祭の準備が本格的にスタートしますね！流通科の皆さんにとって、この期間はお祭りを楽しむ準備期間であると同

時に、自分の中にある「新しい種」を見つける大切なチャンスです。 

「これから上手く進められるかな」「自分に何ができるだろう」と、スタートを前に少しドキドキしている人がいるかもしれません。でも、心配しなく

て大丈夫です。これから始まるクラスの活動には、全員が主役になれる場所がちゃんと用意されています。 

○弾ける笑顔を届ける「CPダンス」：これからみんなでステップを合わせ、息を揃えていくクラスパフォーマンス。少しずつ振付を覚え、お互

いに教え合いながら一つの作品を創り上げる、高度なダンスより仲間の知恵や協力のあるダンスが高評価。瑞々しい挑戦の始まりです。 

○ おもてなしを形にする「企画展」：教室、体育館をどんな装飾で飾り、どうお客様を迎えるか。流通科で培った視点（原価意識、喜んでもら

うおもてなしなど）を生かしながら、何もないまっさらな教室をみんなのアイデアで彩っていく、ワクワクする空間づくりです。 

○ クラスの想いを描く「ステンドグラス、クラス Arｔ」：テーマに合わせて、これから大きな布にコツコツと色を塗り、絵を描き上げていきます。

地道に筆を動かす一人ひとりの丁寧な手仕事が、クラスの象徴として大きな花を咲かせます。見てくれる人をどのくらいイメージして描けるか

がポイントです。 

 

アイデアを出す人、体を動かす人、裏方でコツコツと作業を支える人。すべての役割が、クラスを支える大切なピース（かけら）です。目立つ

仕事も、地味に見える仕事も、その価値はすべて同じです。 

日頃から大切にしている「返事・挨拶・後始末」は、これからの準備を安全に、そしてお互い気持ちよく進めるための優しい力へと変わりま

す。日々のちょっとした声かけや工夫の先に、みんなの笑顔という大きな宝物が待っています。 

2年生、3年生はやはり経験値を生かしてよりよいもので進めていけると思いますが、1年生は最初から完璧を目指さなくて大丈夫です。自

分の考えたペースで、まずは目の前の小さな準備から、みんなで手を携えて一歩を踏み出していきましょう！   (文責：野畑) 

 


